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マグノリア グループホーム 令和５年度 第１回運営推進会議 報告書 

 

開催日 令和５年５月２４日（水） 

開催場所 グループホームマグノリア 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

利用者の家族 １名 地域包括支援センター １名 

地域住民の代表 １名 行政（市長寿社会課） １名 

    

事業所 

出席者 

施設長 グループホーム職員 ２名 

グループホーム管理者  

欠席者  

 

 開会 

 

 利用状況報告について 

５/１現在 

入居者の状況 

入居人数（１８名） 男性（３名） 女性（１５名） 

要介護１（１名） 要介護２（６名） 要介護 3（６名） 

要介護４（３名） 要介護 5（２名） 平均介護度（２.９） 

年齢（平均 ９１.８歳）（最高齢 ９８歳、最若齢 ８１歳） 

    れもんの家～要介護１（１名） 要介護２（３名） 要介護３（３名） 要介護４（２名） 要介護５（０名） 

    すみれの家～要介護１（１名） 要介護２（４名） 要介護３（１名） 要介護４（１名） 要介護５（１名） 

 

 ３、４月の状況報告 

 U様（女性）1月３０日～３月３１日短期入所利用。４月１日入居。４月１９日入院。 

 Ｉ様（女性）４月２３日～短期入所利用中。 

 

 事業所活動報告について 

（１）３、４月活動状況 

  ・別紙にて報告 

 

（２）職員研修会等 

  ・毎月栄養研修 リスクマネジメント研修 接遇マナー研修 

 

   ＜毎月定例としてあるもの＞ 

    ・第 1水曜：運営会議 ・第 4火曜：感染委員会 ・第２月曜：事故防止委員会 

    ・第２水曜：防災環境委員会 ・第 2木曜：高齢者虐待防止、身体拘束適正化委員会 

    ・第 1金曜：サービス向上委員会 ・毎週月曜稼働調整会議 

    ・中旬：各ユニット会議 ・月末：グループホーム係会議 
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 ヒヤリハット報告について 

（１）ヒヤリハット（３月：６件、４月：１３件） 

※ヒヤリハットは事故が起こる前に気付いたこと、起こっても利用者には変化がなかった場合のこと 

 
転倒 

表皮剥離 異食 
喉詰め 

離所 誤薬 
情報共有 

その他 
医療 

健康 

利用者 

トラブル 転落 誤嚥 ミス 

３月 ２ ０ ０ １ ０ ２ ０ １ ０ ０ 

４月 ５ ０ １ ０ ０ ２ １ ４ ０ ０ 

 

（２）事故ヒヤリ（３月：７件、４月：３件） 

※事故とは起きてしまい利用者の観察が必要または治療が必要になったこと 
 

転倒 
表皮剥離 異食 

喉詰め 
離所 誤薬 

情報共有 
その他 

医療 

健康 

利用者 

トラブル 転落 誤嚥 ミス 

３月 ４ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 

４月 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 

 

 令和５年度施設方針について説明 
 

 意見交換 
・ 施設内の共有トイレの有無について聞かれ。 

→各ユニットに有り各居室にも個人トイレがある事を伝える。 

・ 夜間帯の対応についてヒヤリで出ていた 2 人同時に対応し発生したヒヤリについて、どうしても 1

人対応の時間帯があると思うが、どう対応しているか聞かれる。 

→基本 1 人 1 人対応してしてき、リスクが高い方を優先し説明を理解して下さる方には説明して待

ってもらう事も行っている。 

・ 今年度、コロナ禍にて途絶えていた地域の方と交流を行なっていく事とグループホームでの受け入

れ態勢について説明する。 

・ グループホームは自分で生活できる人でなければならないと思うが、どのような状態になれば他施

設を勧めるのか基準について聞かれる。 

→夜間の医療行為の有無や経口摂取の状況により、判断し勧めている。 

・ 福祉労働の外国の方の雇用について聞かれる。 

→法人内での雇用が進んでいる事を説明する。 

・ 廃品回収、祭り等の予定表の提供協力を仰げるよう話し合う。 

・ 市行政より「身体状況や介護量が増えた等、状況が変われば変更申請手続き行って下さい。」とアド

バイスをもらう。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

次回開催予定：令和５年７月１９日（水）１４：３０～１５：３０ 


